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 転写因子 E2 transcription factor (E2F) は、細胞増殖とがん化抑制の全く正反対な
機構において中心的な役割を果たす因子である。E2Fは、細胞周期の休止期において
はがん抑制因子 retinoblastoma (RB)と結合することで不活性化されている。E2F は、
増殖刺激による RBの生理的な不活性化によって活性化されると、cell division cycle 6 
(Cdc6 )などの増殖関連遺伝子の発現を誘導し、細胞増殖を促進する。一方 E2Fは、代
表的ながん性変化の 1つであるRBの機能不全によってRBの制御を外れて活性化され









子の探索が行われた。その結果、DEAD box ファミリーメンバーである DEAD box 







性化の増強は認められなかった。以上より DDX5と DDX17は、E2F1の N末端領域
と相互作用することにより、制御を外れた E2F1によるがん抑制遺伝子 ARFの活性化
に貢献している可能性が示唆された。 
 
